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　写真は４月７日の五戸小学校入学式前に行われ
た交通安全街頭指導の様子。
　まだ寒さの残る１日であったが新入生たちのう
きうきとした軽快な足取りは、まるで春の陽気を
感じさせてくれた。
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平
成
27
年
度

当
初
予
算

　

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
般

会
計
は
89
億
３
，７
２
１
万
円
で
、
前
年
度
当
初
に
比
べ
て

２
億
２
，３
６
７
万
円
の
増
額（
２
・
６
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
の
人
口

な
ど
に
基
づ
い
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
最
も
多
く
、
総
額

の
48
・
９
％
を
占
め
る

43
億
７
千
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
ほ
か
国
・
県

支
出
金
や
町
債
を
合
わ
せ

た
依
存
財
源
は
71
億
６
，

８
８
２
万
円
と
な
り
、
予

算
全
体
の
80
・
１
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
皆
さ
ん
が
納

め
る
町
税
は
12
億
４
，

７
１
７
万
円
で
、
総
額
の

14
・
０
％
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
他
の
分
担
金
や

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
を

合
わ
せ
た
自
主
財
源
は

17
億
６
，８
３
９
万
円
と

な
り
、
予
算
全
体
の
19
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳

　入

自
主
財
源

依
存
財
源

一般会計歳入

町税　12 億 4,717 万円（14.0%）

分担金・負担金　1 億 4,224 万円（1.6%）

使用料・手数料　7,886 万円（0.9%）

その他　3 億 0,012 万円（3.4%）

地方交付税　43 億 7,000 万円（48.9%）

国・県支出金　14 億 5,212 万円（16.2%）

町債　10 億 2,630 万円（11.5%）

地方消費税交付金　1 億 9,000 万円（2.1%）

地方譲与税　1 億 1,000 万円（1.2%）

その他交付金　2,040 万円（0.2%）

固定資産税
5 億 7,118 万円

町民税
5 億 2,050 万円

町たばこ税
1 億 0,801 万円

軽自動車税税
4,748 万円

財産収入、繰入金
繰越金、諸収入
寄附金（ ）

【自主財源】
町が集める収入

【町税】
町民の皆さんが町に納め
る税金

【繰入金】
基金などの積立金から取
り崩したお金、または他
の会計から移動したお金

【分担金・負担金】
法令や契約に基づいて町
に支払われるお金

【使用料・手数料】
町の施設の使用料や証明
書などの交付手数料

【依存財源】
国や県などからの収入

【地方交付税】
所得税など国の税金の一
部を、国が県や市町村に
交付する、使い道の指定
がないお金

【国・県支出金】
国や県が市町村に交付す
る、国や県から委託され
た事業や特定の工事のた
めに使われるお金

【町債】
町が国や銀行などから借
り入れるお金

衛生費 消防費 農林水産業費 議会費 商工費 災害復旧費 その他

51,083 円
[ ＋ 1,632 円 ]

22,764 円
[ － 8,237 円 ]

21,107 円
[ ＋ 2,474 円 ]

6,435 円
[+334 円 ]

4,313 円
[ － 269 円 ]

51 円
[+1 円 ]

281 円
[ ＋ 6 円 ]

ごみ処理、公衆衛生、健康
づくり、斎場運営のため 消防、防災のため 農林業振興のため 議員報酬、議会運

営のため
商工業・観光振興
のため 災害復旧対策のため 労働費、諸支出金、

予備費

特
別
会
計

後期高齢者医療 歳入・歳出 4 億 2,825 万円
国民健康保険 歳入・歳出 28 億 4,762 万円
介護保険 歳入・歳出 21 億 7,170 万円
下水道事業 歳入・歳出 4 億 1,452 万円
農業集落排水処理施設事業 歳入・歳出 1 億 1,331 万円
簡易水道事業 歳入・歳出 1 億 0,596 万円
住宅用地造成事業等 歳入・歳出 1,675 万円
ケーブルテレビ事業 歳入・歳出 2,655 万円

企
業
会
計

病院事業

収益的収入 27 億 0,552 万円
収益的支出 28 億 6,750 万円
資本的収入 2 億 5,217 万円
資本的支出 4 億 6,502 万円

積立基金残高の推移

H22 H23 H24 H25 H26 H27
（当初見込み）

16 億

3,257 万円

19 億

9,613 万円

23 億

4,395 万円

28 億

5,736 万円

31 億

2,750 万円

31 億

1,890 万円

※ H22 ～ 26 年度については 3 月末現在の数値

30
35

（億円）
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歳
出
で
は
、
町
民
の
福
祉

充
実
の
た
め
の
民
生
費
が

25
億
２
，０
２
２
万
円
と
最

も
多
く
、
総
額
の
28
・
２
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
町
の
財
政
や
企

画
な
ど
を
行
う
総
務
費
が

12
億
１
４
９
万
円
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
町
の
借
入
金
返

済
の
た
め
の
公
債
費
が

歳

　出

一般会計歳出

民生費　25 億 2,022 万円（28.2%）

消防費　4 億 1,924 万円（4.7%）

教育費　11 億 3,242 万円（12.7%）

商工費　7,944 万円（0.9%）

町民 1 人当たりに使われるお金 民生費 総務費 公債費 教育費 土木費

２7 年度
[ 前年比 ]

485,270 円
[ ＋ 19,306 円 ]

136,842 円
[+6,853 円 ]

65,238 円
[ ＋ 8,916 円 ]

64,522 円
[ － 3,217 円 ]

61,488 円
[ ＋ 6,752 円 ]

51,145 円
[ ＋ 4,060 円 ]

高齢者・障がい者・
児童福祉のため

職員給与、庁舎管理、戸籍管
理、徴税、広報などのため

国などへの借入金
の返済のため

学校管理、教育・文化・
スポーツ振興などのため

道路整備、都市計画、
除雪などのため

平成 27 年度当初予算

11
億
８
，８
３
０
万
円
で
13
・

３
％
、
教
育
と
文
化
の
か
お
る

町
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
費
が

11
億
３
，２
４
２
万
円
、
道
路

整
備
、
都
市
計
画
、
除
雪
な
ど

の
た
め
の
土
木
費
が
９
億
４
，

１
９
４
万
円
、
以
下
、
健
康

づ
く
り
や
ご
み
収
集
な
ど
の

た
め
の
衛
生
費
が
９
億
４
，

０
８
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

総務費　12 億 0,149 万円（13.4%）

農林水産費　3億8,873万円（4.4%）

土木費　9 億 4,194 万円（10.5%）

災害復旧費　94 万円（0.0%）

公債費　11 億 8,830 万円（13.3%）

議会費　1 億 1,852 万円（1.3%）

衛生費　9 億 4,080 万円（10.5%）

その他　517 万円（0.1%）

1世帯当たりでは1,271,296円
前年比　＋29,697円〔 　 〕

※「町民 1 人（1 世帯）あたりに使わ
れるお金」＝「一般会計歳出予算額」
÷「平成 27 年 4 月 1 日現在の町の人
口（世帯数）」

一般会計の主な事業
潤いのあるまちづくり
　町道整備事業 1 億 8,700 万円
　除雪対策事業 7,024 万円
　除雪機械購入事業 5,056 万円
　橋梁補修事業 910 万円
　町営住宅建設事業 3 億 1,209 万円
　コミュニティバス運行事業 4,024 万円
　住宅用太陽光発電システム設置補助事業 480 万円

生きがいのあるまちづくり
　重度心身障がい者医療費給付事業 4,831 万円
　自立支援医療費（更生）給付事業 2,539 万円
　障がい者自立支援給付事業 3 億 7,923 万円
　障がい児通所給付事業 3,802 万円
　放課後児童クラブ運営事業 2,882 万円
　保育所運営事業（保護者負担金を 50％軽減） 4 億 6.694 万円
　乳幼児医療費給付事業 2,261 万円
　ひとり親家庭等医療費給付事業 1,755 万円
　各種検診・予防接種事業 9,043 万円
　臨時福祉給付金（簡素な給付措置）事業 3,470 万円
　子育て世帯臨時特例給付金事業 885 万円

やすらぎのあるまちづくり
　消防団運営事業 4,834 万円
　消防自動車購入事業 2,023 万円
　過疎地域自立促進特別事業基金積立事業 7,014 万円

活力のあるまちづくり
　青年就農給付金事業 2,251 万円
★経営体育成支援事業 1,607 万円
　農道保全対策事業 2,522 万円
　商店街ＬＥＤ街路灯整備事業 2,971 万円
★地域おこし協力隊事業 1,007 万円
★ケーブルテレビ予備送受信設備等整備事業 1,188 万円
★五戸町ＰＲ事業 347 万円

心豊かなひとづくり
　教育資金貸付事業 3,540 万円
　学校給食地場産物活用推進事業 300 万円
　スクールバス運行事業 5,800 万円
★夢の教室事業 35 万円
　小中学校屋内運動場耐震改修事業 2 億 5,137 万円
　教育用コンピュータ整備事業 834 万円
　韓国沃川郡中学生・公務員受入事業等 476 万円
　東京五戸会促進事業 158 万円
　歴史民俗資料保存展示施設設置準備事業 982 万円

効率的な行財政運営と広域行政の推進
　国勢調査実施事業 689 万円

★印は、新規事業
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まち・ひと・しごと創生
総合戦略・地域住民生活緊急支援

主役は、地方のチカラ！！
　

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
よ
り
、

五
戸
町
は
、
国
・
県
の
政
策
を
見
つ
め
な
が
ら
今
年
度
、

「
人
口
減
少
対
策
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
五
戸
版
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」

の
策
定
を
は
じ
め
、
特
に
緊
急
性
の
あ
る
事
業
や
今
後

の
総
合
戦
略
に
先
行
し
た
事
業
を
決
定
し
27
年
度
実
行

し
ま
す
。

　

政
府
は
「
人
口
急
減
・

超
高
齢
化
と
い
う
我
が
国

が
直
面
す
る
大
き
な
課
題

に
対
し
政
府
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
各
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か

し
た
自
律
的
で
持
続
的
な

社
会
を
創
生
で
き
る
よ

う
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
を
設
置
し
ま

し
た
。」
と
発
表
。

　
「
２
０
０
８
年
に
始

ま
っ
た
人
口
減
少
は
、
今

後
加
速
度
的
に
進
み
、
人

口
減
少
に
よ
る
消
費
・
経

済
力
の
低
下
は
、
日
本
経

済
社
会
に
対
し
て
大
き
な

重
荷
と
な
る
。
国
民
の

希
望
を
実
現
し
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

２
０
６
０
年
に
１
億
人
程

度
の
人
口
を
確
保
す
る
こ

と
が
目
標
。
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
は
、
人
口
減

少
克
服
と
地
方
創
生
を
合

わ
せ
て
行
う
こ
と
に
よ

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活

力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持

す
る
こ
と
を
目
指
す
。」

と
し
て
い
る
。

当
町
の
「
人
口
減
少
」
対
策
に

素
早
く
対
応
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

五戸町 の人口ピラミッド 2040年
出典:国勢調査を独自集計、「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）
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五戸町 の人口ピラミッド 2015年（平成２７年度）
出典:国勢調査を独自集計、「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）
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人
口
減
少
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン➡

➡

国

地方

長期ビジョン

地方人口ビジョン

総合戦略

地方版総合戦略

：2060 年に１億人程度の人口を確保する中長期展望

：各地方公共団体の人口動向・将来人口推計の分析や中長期の将来展望

：2015 ～ 2019 年度（5 か年）の政策目標・施策

：各地方公共団体の 2015 ～ 2019 年度（5 か年）の政策目標・施策

国の支援 人的支援情報支援 財政支援

緊急的取組
経済対策（まち・ひと・しごと創生関連）

27 年度
総合戦略に基づく取組

28 年度以降
総合戦略に基づく取組

○地域住民生活等緊急支援のための交付金
【地方創生先行型の創設】
○地方の積極的な取組を支援する自由度の高い交付金を、26 年度補正予算で先行的に創設
○「地方版総合戦略」の早期かつ有効な策定・実施には手厚く支援

【税制・地方財政措置】

【新型交付金の本格実施へ】
○客観的な指標の設定・PDCA
　による効果検証

【地域消費喚起・生活支援型】
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特集　まち・ひと・しごと創生

■平成 27 年度五戸町が実施予定の主な事業

【地域住民生活等緊急支援事業】

緊急性を最優先し、皆さんの生活に密着したすぐに役立つ事業。

●プレミアム共通商品券発行事業 １万円で１万２千円分使えるプレミアム商品券を
発行することにより地域の消費喚起を図る。

●ふるさと名物商品券・旅行券発行事業 地域における消費喚起のため町外の客が五戸町へ旅行できるクーポン券を 
発行。消費者が割引価格で利用できる。

●低所得者等向け灯油購入券発行事業 低所得者等に無料の灯油購入券を発行することにより生活支援を図ると 
ともに、低所得者等の消費喚起につなげる。

●低所得者等向け商品券発行事業 低所得者等に無料の商品券を交付することにより生活支援を図るとともに、
低所得者等の消費喚起につなげる。事業費の一部には県の補助金も充てる。

●多子世帯支援商品券発行事業 町内に住所を有する世帯で中学３年生以下の子どもが３人以上の世帯を 
対象に、地域商品券を支給し、地域の消費喚起・生活支援を行う。

【地方創生先行型】

当町の総合戦略をみつめ、計画を先行して今年度行う事業

●観光振興整備事業 町の中心商店街を拠点とした「まちあるき観光」を新たな観光素材として 
定着させるための事業を実施する。

●子育てファミリーサポート事業

近隣の社会福祉協議会が事業主体となり、五戸町も活動地域として実施 
されている「子育てファミリーサポート事業」を町民が活用しやすくする 
ことで、地域の中における子育て支援と児童福祉の向上を図る。
　なお、事業はサービス提供者と利用者が会員登録をして行われる相互援助
活動事業である。

●新生児祝金交付事業 町内に住所を有する者が出産した場合、新生児祝金を交付し、生活支援を行う。

●五戸町総合戦略等策定事業

商工業及び農林水産業の集積と観光資源を有する本地域の特性を踏まえ、 
良質な雇用の創出と人口還流の加速による地域の活性化という好循環を 
生み出す「五戸町総合戦略」を策定するために、必要な専門的な調査等を 
実施する。

●ＵＩＪターン助成事業
大都市圏等の経験豊富な 30 代及び 40 代の人材をターゲットに五戸町 
企業への「お試し就業」を実施し、企業の仕事内容を知ってもらい、住んで 
もらうことで、町中小企業の人材支援を行う。

●ものづくり支援事業

五戸町には、航空機分野、精密加工分野やプレス金型加工分野等の産業が 
立地している。こうした強みを生かし、世界を目指す有数の産業集積 
地域へと発展させるため、事業者の連携による試作品開発や販路開拓等を 
総合的に支援する。

●多世代交流支援事業

地域間交流・地域の支え合いの拠点モデルとして将来五戸町を担うであろう
地域の子どもたちに五戸町の魅力の再発見と全国への発信を行わせることで、
子どもたちが引続き五戸町に住み続け、この町で安心して子どもを産み育て
暮して行こうと思えるように支援する。

●少子化対策等ニーズ調査・分析事業 少子化に対する調査・分析及び啓発に力を入れる事により、今後の人口減少
社会に対応するデータを揃える。

●若年層移住促進事業

五戸町には多くの魅力があるにも関わらず、知名度の低さから人口流出が課
題となっている。そこで、良質な雇用の充実、古い街並みなどの歴史的景観、
自然環境の豊かさなど、魅力を PR し、知名度を高めることにより、東京圏
等からの移住促進を推進する。

●子育てアパート等入居費助成事業 結婚したての若夫婦や子育て世代の若い夫婦がアパート等を借りるための 
家賃等の入居費を補助する。

●農家民泊普及啓発事業 五戸町には多くの魅力が存在し、歴史的景観、自然環境の豊かさ等をＰＲし
ツーリズムに係る農家民泊推進および啓発を推進する。
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　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れの大きな原因になっています。町では、生活排水対策
に積極的に参加してもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。

問役場建設課　☎ 62 － 2111 内線 245・246

　

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
26
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

　

下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
誰
も
が
利
用
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と
い

う
限
ら
れ
た
地
域
の
人
し
か
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
人
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

　

供
用
開
始
区
域
内
の
家
庭
・
事

業
所
な
ど
に
は
、
台
所
や
浴
室
、

洗
濯
な
ど
の
汚
水
を
直
接
公
共
下

水
道
へ
流
す
た
め
の
排
水
設
備
を

１
年
以
内
に
設
置
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
さ
ら
に
ト
イ
レ
は
３
年
以

内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
町
が
指

定
し
た
「
指
定
工
事
店
」
で
な
け

れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
次
ペ
ー

ジ
の
指
定
工
事
店
一
覧
表
を
参
考

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
役
場
建
設
課
上
下
水
道
班

☎
62

－

2
1
1
1
内
線
2
4
5

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

受
益
者
と
は

け
る
人
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　

負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な
く
、
土
地
の
面
積

１
㎡
当
た
り
４
０
０
円
を
乗
じ
て

算
出
し
ま
す
。
賦
課
は
そ
の
土
地

に
対
し
て
一
度
限
り
で
す
。
５
年

に
分
割
し
、
さ
ら
に
１
年
を
２
期

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
と
は

対　象　区　域
字　新田窪 …　図 1
字　鍜冶屋窪 …　図 2
字　鍜冶屋窪上ミ …　図 3
字　野月 …　図 4
字　下タノ沢頭 …　図 5
字　川原町西裏 …　図 6
字　伝兵衛丁 …　図 7
大字　切谷内字中菖蒲川 …　図 8

凡　例

下 水 道 供 用 開 始 区 域・
受益者負担金賦課区域

図１図３図６

図２図４

図５

図７

図８
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公共下水道・浄化槽で住みよい環境を
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浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の

整
備
済
み
区
域
を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限

と
し
ま
す
。

住
宅
延
べ
面
積

人
槽
区
分
補
助
上
限
額

130
㎡
未
満

5
人
槽
相
当
18
万
6
千
円

130
㎡
以
上

7
人
槽
相
当
21
万
9
千
円

台
所
及
び
浴
室
が
2
か
所
以
上（
2
世
帯
）
10
人
槽
相
当
27
万
6
千
円

●
申
請
の
受
付
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成
28
年
２
月
29
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽
工
事

業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
役
場
建
設

課
（
上
下
水
道
班
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
設
置
の
届
け
出

工
事
着
工
前
に
青
森
県
知
事
へ
届
け
出
が

⇦

必
要
で
す
。

補
助
金
申
請

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

役場建設課

⇦

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知

工
事
の
着
工

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⇦

※
設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

工
事
の
完
了

③
実
績
報
告
書
の
提
出

⇦

④
補
助
金
確
定
通
知

補
助
金
請
求

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

⇦

補
助
金
交
付

⑥
銀
行
口
座
振
込
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五戸ケーブルテレビについてのお知らせ

①ケーブルテレビ利用料の納入期限は５月末日です。

②ケーブルテレビ設備の移転・脱退は加入者負担が発生します。

③ケーブルテレビ利用料の納め忘れにご注意ください。

④利用料の免除について

ケーブルテレビに関するお問い合わせについて

　ケーブルテレビ利用料の支払方法は、原則として５月末日を納入期限とし、口座振替でのお支払いと
なります。まだ口座振替の手続きをされていない方は、最寄りの指定口座の金融機関で早めに手続きを
お願いいたします。
　※手続きには日数を要するため、口座振替が間に合わない場合があります。手続きを 
されても納付書兼利用料決定通知書が届いた場合は、大変お手数ですが納付書兼利用料決
定通知書での納付をお願いいたします。

【ケーブルテレビ利用料の算出方法】
　引込１件につき、年間 3,600 円（月額 300 円）：年度額一括先払い
※中途加入については月割りにて利用料を算出し、役場庁舎・各支所などにおいて納付書

で納付することとなります。

　新築（建替え）やリフォームなどにより光ケーブル設備を一時的に取り外す必要がある場合、若しく
は取壊しなどにより光ケーブル設備を撤去する場合には、役場企画振興課への届け出が必要となります。
　また、各工事には加入者負担（新設：６万円程度、移転：10 万円程度、撤去：４万円程度　※工事
条件により変動）が発生します（工事費の２／３）ので、光ケーブル設備の加入・移転・脱退をお考え
の方は、加入者負担をご了承の上、役場企画振興課へ届け出をしてください。

例）【移転】移設工事費が１４９, ０４０円の場合　⇒　加入者負担 9 ９, ３６0 円
【脱退】撤去工事費が６０, ４８０円の場合　⇒　加入者負担 ４０, ３２０円

　ケーブルテレビ利用料は視聴料としてのお支払いではなく、光ケーブルや放送設備の維持管理を 
含めた利用料として、加入者の皆さまよりお支払いいただくものです。
　ケーブルテレビ利用料を納期限より３か月以上経過しても納付されない場合には、利用停止などを 
受けることもありますので、納め忘れなどにご注意ください。

※口座振替の再振替は実施しておりませんので、残高不足にご注意ください。
また、振替できなかった場合は、役場庁舎・各支所などにおいて納付書で
納付することとなります。

※納付方法については、４月下旬頃に加入者の皆さまへ郵送します『五戸ケー
ブルテレビ利用料決定通知書（はがき型）』をご確認ください。

※口座振替のお手続きをされていない方への利用料決定通知書は、納
付 書 を 兼 ね た 様 式 で す。 決 定 通 知 書 が 届 き ま し た ら、 内 容 を 確
認 し 切 り 離 さ ず そ の ま ま 金 融 機 関 等 に お 持 ち の う え、 納 付 し て 
ください。口座振替のお手続きをされた方には、利用料決定通知書（口座
振替のお知らせ）が届きます。

　生活保護世帯、または身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳等の交付を受けている 
世帯の利用料は、前年度の町民税について、設備を利用している者全員が非課税である場合に限り免除
となります。

●ケーブルテレビの申込みや移転、休止、脱退、利用料等　各種問い合わせ先
五戸町役場　企画振興課　☎ 0178 － 62 － 2111（受付時間：平日の午前８時 15 分～午後５時）

●ケーブルテレビが映らない・受信状況が悪いなどの連絡先
ケーブルテレビ保守受付　※五戸ケーブルテレビ専用の保守連絡先（フリーダイヤル）です。

☎ 0120 － 506 － 016（受付時間：24 時間 365 日）
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●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
企
画
振
興
課
広
報
係
へ
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

<

川
柳>

温
も
り
を
一
緒
に
送
る
里
の
味

沢
田　

良
子（
上
市
川
）

<

短
歌>

あ
り
が
と
う
妻
の
墓
前
に
香
あ
げ
て

　行
く
人
の
あ
り
け
ふ
春
彼
岸

田
代
十
志
男（
上
市
川
）

枯
れ
草
を
静
か
に
除
く
初
仕
事

　花
の
芽
数
多
の
溜
息
聞
こ
ゆ

畑
山　

房
子（
中

市
）

ほ
っ
こ
り
と
寒
さ
か
ら
芽
出
し
福
寿
草

　枯
葉
を
の
け
て
春
知
ら
せ

藤
村　

ナ
ヲ（
鍜
冶
屋
窪
）

軒
下
で
ク
ロ
ッ
カ
ス
咲
き
吾
は
ず
っ
と
見

　小
さ
い
花
で
も
心
癒
さ
れ

橘　

ミ
ネ
子（
北
市
川
）

救急病院

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 27 年 5 月 1 日現在

救急指定病院 問 五戸総合病院　☎６１－１２００

診療科 氏　　名 職名・派遣先 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内 科 新 井 田 修 久 副 院 長 ○ ○ 9:00 ～消化器検査 ○午後消化器検査

岡 本 一 雄 副 院 長 ○ 倉石診療所 ○ ○ ○
田 口 順 科 長 ○ ○ ○ ○ ○
藤 田 均 医 長 ○ ○午後消化器検査 ○ ○ 9:00 ～消化器検査
八戸市民病院 救命救急センター ○ ○ ○
五 十 嵐　 剛 弘 前 大 学 9:30 ～消化器検査

【糖尿病外来】崎 原 　 哲 労 災 病 院 ○ 5/2 予約制
松 橋 昭 夫 公立置賜長井病院 ○ 5/1・15 予約制

【循環器内科】三 浦 昌 人 東 北 大 学 ○ 5/7・28 予約制 ○ 5/1・22 予約制
外 科 蝦 名 宣 男 院 長 ○ 午後　乳腺・甲状腺外来

安 藤 敏 典 副 院 長 ○ ○
佐 藤 龍 一 郎 医 長 ○ ○

産 婦 人 科 井 戸 川 敏 彦 特 別 参 事 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 東 北 大 学 ○ 5/8・22

小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 5/1・15　9:30 ～

整 形 外 科 三 上 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 労 災 病 院 ○ 5/2・16・30

脳 神 経 外 科 深 瀬 栄 一 医 療 局 長 ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 応 援 医 師 岩手医科大学 ○毎週予約制
耳鼻いんこう科 袴 田 真 理 子 八 戸 市 ○ ○

応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 5/2・16・30
皮 膚 科 加 賀 谷 早 織 東 北 大 学 ○ 9:00 ～ ○ 9:00 ～

小 泉 裕 子 東 北 大 学 ○ 10:00 ～ ○ 10:00 ～
○外来診療（初診・再診）月曜日～金曜日…受付時間　7:30 ～ 11:30
○第１・３・５土曜日（初診・再診）………受付時間　7:30 ～ 11:00
○糖尿病外来（第１土曜日）…………………受付時間　7:30 ～ 10:00
○診療等の予定は、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
○他医療機関で受診している方は、紹介状をご持参ください。
○第２・４土曜日は休診です。
○小児科予約診療：月曜日～金曜日…………診療時間：15:00 ～ 16:30
　（ただし、健診等で午後、診療できない日がありますので電話でご確認ください）

急患は受け付けします。

五
戸
総
合
病
院

　外
科
の
新
任
医
師
を
紹
介
し
ま
す

　

五
戸
総
合
病
院
に
平
成
27
年
４

月
１
日
付
け
で
外
科
医
長
佐さ
と
う藤

龍り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
先
生
が
着
任
さ
れ
、
外
科

常
勤
医
３
名
の
診
療
体
制
と
な
り

ま
す
。

▽
宮
城
県
出
身

▽
昭
和
51
年
生
ま
れ
（
38
歳
）

▽
平
成
14
年
３
月　

東
北
大
学
医
学

部
卒
業

▽
平
成
14
年
５
月　

医
師
免
許
取
得

▽
平
成
16
年
３
月　

医
師
臨
床
実
地

研
修
終
了

　
（
沖
縄
県
立
中
部
病
院
）

▽
平
成
20
年
９
月　

東
北
大
学
大
学

院
卒
業

▽
東
北
大
学
消
化
器
外
科
、
宮
城
県

中
嶋
病
院
、
仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院
、

東
北
厚
生
年
金
病
院
、

　

東
北
薬
科
大
学
付
属
病
院
な
ど
で

診
療
に
従
事

　外科医長
佐藤　龍一郎

皆 様 の 健 康 を 守 る た め ｢ 敷 地 内 全 面 禁 煙 」 で す。

内科・外科・脳神経外科は、毎週土曜日休診です。敷 地 内
全 面 禁 煙
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介護保険料について
介護保険事業計画の見直しにより65歳以上の方の介護保険料が新しくなりました。

平成27年度から平成29年度までの３年間に必要な介護保険の総費用から算出されます。

この基準額をもとに所得によって以下のとおりとなります。

（平成27年度～平成29年度）

介護保険料の算出方法

× ÷

＝ となりました。

段階別 区　　　　　分 乗率
保険料月額

（年　　額）

第１段階
生活保護の受給者の方、老齢福祉年金受給者で世帯全員が 
住民税非課税の方及び世帯全員が住民税非課税で前年の 
課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下の方

基準額
× 0.45

2,700 円
（32,400 円）

第２段階
世帯全員が
住民税非課税で

前年の課税年金収入額と合計所得金額の 
合計が 80 万円超 120 万円以下の方

基準額
× 0.75

4,500 円
（54,000 円）

第３段階
前年の課税年金収入額と合計所得金額の 
合計が 120 万円を超える方

基準額
× 0.75

4,500 円
（54,000 円）

第４段階
世 帯 の 誰 か に 
住 民 税 が 課 税 
さ れ て い る が 
本 人 は 住 民 税 
非課税で

前年の課税年金収入額と合計所得金額の 
合計が 80 万円以下の方

基準額
× 0.90

5,400 円
（64,800 円）

第５段階
前年の課税年金収入額と合計所得金額の 
合計が 80 万円を超える方 基準額 6,000 円

（72,000 円）

第６段階

本人が
住民税課税で

前年の合計所得金額が 125 万円未満の方 基準額
× 1.10

6,600 円
（79,200 円）

第７段階
前年の合計所得金額が 125 万円以上
150 万円未満の方

基準額
× 1.20

7,200 円
（86,400 円）

第８段階
前年の合計所得金額が 150 万円以上
190 万円未満の方

基準額
× 1.30

7,800 円
（93,600 円）

第９段階
前年の合計所得金額が 190 万円以上
290 万円未満の方

基準額
× 1.50

9,000 円
（108,000 円）

第 10 段階 前年の合計所得金額が 290 万円以上の方 基準額
× 1.70

10,200 円
（122,400 円）

老齢福祉年金
明治44年４月１日以前に生まれた方、または大正５年４月１日以前に生まれた方で
一定の要件を満たしている方が受けている年金。

合計所得金額 実際の収入から必要経費の相当額を差し引いた額。

問役場福祉保健課介護保険班　☎６２－７９５６( 直通 )
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介護保険料の納め方

●保険料の年額が、年金の支払い月（４月・６月・８月・10 月・12 月・２月）に 
年６回に分けて天引きになります。
65 歳以上の方の保険料は、６月以降に確定
します。そのため、４月、６月、８月は、暫
定的な額での徴収（仮徴収）となります。仮
徴収の金額は平成 25 年度の所得により決定
されます。

●特別徴収の対象者として把握されると、おおむね６カ月後から保険料が天引きになります。
年金から天引きになる方には、市区町村から事前に「介護保険料特別徴収開始通知書」が送られますので、
金額や天引きされる月日等をご確認ください。

●市区町村から送られてくる納付書により、取扱金融機関で納めます。

問役場福祉保健課介護保険班　☎６２－７９５６( 直通 )

納め方は受給している年金※の額によって２通りに分かれます。
※受給している年金とは、老齢（退職）年金・遺族年金・障害年金をいいます。老齢福祉年金は対象にはなりません。

年金が年額18万円以上の方　➡　年金から【天引き】になります（特別徴収）

年金が年額18万円未満の方　➡　【納付書】で各自納めます（普通徴収）

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

本　年　度

仮　徴　収 本　徴　収

本来、年金から天引きになる「特別徴収」の方でも、
一時的に納付書で納める場合があります。

●年度途中で保険料が増額になった

●年度途中で 65 歳になった
●年度途中で老齢（退職）年金・遺族年金・障害

年金の受給が始まった
●年度途中でほかの市区町村から転入した
●保険料が減額になった
●年金が一時差し止めになった　　など

増額分を納付書で納めます。

原則、特別徴収の対象者として把握される月の
おおむね６カ月後から天引きになります。
それまでは、納付書で納めます。

➡

➡

忙しい方、なかなか外出ができない方は、
介護保険料の口座振替が便利です。

手続き
❶介護保険料の納付書、通帳、印かん（通帳届出印）を用意します。
❷取扱金融機関で「口座振替依頼書」に必要事項を記入し、申し込みます。

※口座振替の開始は、通常、申込日の翌月からになります。
※口座の残高をご確認ください。残高不足で引き落としできないケースが

あります。
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情報ステーション

■
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

▽
上
級
試
験

　

行
政
職　
　
　

５
人
程
度

▽
中
級
試
験

　

社
会
福
祉
士　

１
人
程
度

　

保
健
師　
　
　

１
人
程
度

▽
初
級
試
験

　

一
般　
　
　
　

２
人
程
度

　

土
木　
　
　
　

１
人
程
度

▽
社
会
人
枠
試
験

　

行
政
職　
　
　

３
人
程
度

■
受
験
資
格

▽
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
大
学
（
中
級
試
験
に

つ
い
て
は
短
期
大
学
以
上
、
初
級

試
験
に
つ
い
て
は
高
校
）
を
卒
業

し
た
（
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

に
卒
業
見
込
含
む
）
者

▽
中
級
試
験
の
社
会
福
祉
士
及
び

保
健
師
に
つ
い
て
は
現
に
資
格
を

有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成
28
年
６

月
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
の
方

▽
社
会
人
枠
試
験
は
昭
和
56
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間

企
業
等
に
お
け
る
職
務
経
験
を

平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
で
５

年
以
上
有
す
る
方

■
受
付
期
間

▽
上
級
試
験

　

平
成
27
年
４
月
24
日
（
金
）

　

～
６
月
８
日
（
月
）
ま
で

▽
中
級
・
初
級
・
社
会
人
枠
試
験

　

平
成
27
年
６
月
15
日
（
月
）

　

～
８
月
３
日
（
月
）
ま
で

※
平
日
午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後　
　

５
時
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
期

間
内
必
着

■
第
一
次
試
験

▽
上
級
試
験

　

平
成
27
年
７
月
26
日
（
日
）

▽
中
・
初
級
・
社
会
人
枠
試
験

　

平
成
27
年
９
月
20
日
（
日
）

▽
場
所　

青
森
市

▽
方
法
及
び
内
容

　

教
養
試
験
、
専
門
試
験

■
第
二
次
試
験

▽
期
日　

８
月
下
旬
～
10
月
下
旬

▽
場
所　

五
戸
町
役
場

▽
方
法
及
び
内
容　

論
文
、
面
接

■
受
験
手
続

　

指
定
の
受
験
申
込
書
、履
歴
書
・

身
上
書
は
必
ず
自
書
し
、
卒
業

証
明
書
（
卒
業
見
込
証
明
書
）

を
添
え
て
役
場
総
務
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
等
は
、
役
場
総
務

課
、
川
内
支
所
、
浅
田
支
所
、

倉
石
支
所
に
あ
り
ま
す
。
五
戸

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
役
場
総
務
課

☎
62

－

２
１
１
１
内
線
２
１
１

町
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

病
院
管
理
班
に
あ
り
ま
す
。

問
五
戸
総
合
病
院
管
理
班

☎
61

－

１
２
０
０
内
線
３
３
０

町
医
師
修
学
生
募
集
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
対

象
と
し
て
、
平
成
27
年
度
五
戸
町

医
師
修
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

　

医
学
を
専
攻
す
る
者
で
、
将
来
五

戸
町
が
開
設
す
る
病
院
の
医
師
と

し
て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
者
。

■
貸
与
額

　月
額
20
万
円

■
貸
与
期
間

　

在
学
期
間
内
（
72
月
を
限
度
）

※
休
学
、
停
学
期
間
は
除
く

■
貸
与
利
息

　無
利
子

■
返
還
の
免
除

借
受
者
が
五
戸
町
が
開
設
す
る
病

院
に
医
師
と
し
て
勤
務
し
た
期
間

が
６
カ
月
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

修
学
資
金
の
貸
付
を
受
け
た
期
間

の
２
分
の
１
に
達
し
た
と
き

■
申
し
込
み
期
間

　

５
月
１
日（
金
）～
５
月
29
日（
金
）

※
申
し
込
み
書
類
は
、
五
戸
総
合

農
業

雇
用
・
募
集

ス
ト
ッ
プ
・
農
作
業
事
故

農
業
機
械
利
用
技
能
者

育
成
研
修
に
つ
い
て

　

本
格
的
な
農
作
業
が
始
ま
り
忙

し
く
な
る
こ
の
時
期
は
、
農
作
業

事
故
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で

す
。
特
に
機
械
作
業
は
基
本
操
作

を
心
が
け
、
安
全
に
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

■
高
齢
者
の
事
故
を
な
く
そ
う

▽
疲
れ
た
ら
無
理
せ
ず
休
憩
し
よ
う

■
ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
防
止

▽
ほ
場
の
出
入
り
の
際
に
は
転

倒
・
転
落
事
故
に
注
意

■
機
械
へ
の
巻
き
込
ま
れ
事
故
防
止

▽
機
械
調
整
、
点
検
、
詰
ま
り
除

去
時
に
は
エ
ン
ジ
ン
停
止

▽
服
装
を
整
え
、
機
械
へ
の
巻
き

込
ま
れ
に
注
意
！

問
役
場
農
林
課

☎
62

－

７
９
６
０
（
直
通
）

■
農
作
業
安
全
研
修

　

大
型
特
殊
免
許
又
は
、
け
ん
引

免
許
の
受
験
（
い
ず
れ
も
農
耕

作
業
用
自
動
車
限
定
）

■
農
業
機
械
士
養
成
研
修

農
業
機
械
士
技
能
検
定
受
験
資

格
の
取
得
及
び
受
験

■
指
導
農
業
機
械
士
養
成
研
修

　

指
導
農
業
機
械
士
技
能
検
定
試

験
受
験
資
格
の
取
得
及
び
受
験

■
場
所

　

青
森
県
営
農
大
学
校（
七
戸
町
）

■
研
修
に
関
わ
る
経
費

▽
農
作
業
安
全
研
修
受
講
者
は
、

研
修
に
使
用
す
る
燃
料
等
の
実

費
相
当
分
３
，０
０
０
円

▽
大
型
特
殊
・
け
ん
引
免
許
受
験

料
４
，６
０
０
円

■
申
込
期
限　

　

５
月
15
日
（
金
）

問
役
場
農
林
課

☎
62

－

７
９
６
０
（
直
通
）

農地の買い手募集
① 大字上市川字鳩岡平 67 畑 13,473㎡
② 大字倉石中市字小渡 79 －１ 畑 2,159㎡

大字倉石中市字小渡 79 －２ 畑 4,329㎡

※買い手には農業経営面積等の条件（あっ
せん基準）があります。また、②は両方
の農地となります。
■申し込み期限　５月８日（金）
問五戸町農業委員会事務局
☎ 62 － 2111 内線 273
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税
金

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
は
５
月
１
日
（
金
）
発

送
予
定
で
す
。
同
封
さ
れ
た
固
定

資
産
税
課
税
明
細
書
で
今
年
度
の

課
税
状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
用
地
の
税
負
担
軽
減

　

住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
土
地
は
、
固
定
資
産
税

課
税
明
細
書
の
地
目
欄
に
【
住

宅
用
地
特
例
】と
記
載
が
あ
り
、

そ
の
土
地
の
税
金
が
軽
減
さ
れ

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

現
在
所
有
の
家
屋
に
課
税
さ
れ
ま

す
。家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

お
早
め
に
税
務
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
後
日
、
担
当
職
員
が

現
地
確
認
を
行
い
、
翌
年
度
の
課

税
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

▽
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き

　

居
宅
か
ら
物
置
へ
な
ど
、
家
屋
の

用
途
を
変
更
し
た
場
合
は
税
務
課

へ
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
の
課
税
状
況
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
現
況
と
違
う
場
合
は
税

務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
税
務
課

☎
62

－

２
１
１
１

　
　
　
　

内
線
１
２
６
～
１
２
８

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
ま
た
は

知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ
る

方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車

等
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
者
の
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
を
全
額
免
除

福
祉

ご
相
談
く
だ
さ
い
！
障
害
者
相
談
員

　

町
で
は
、
次
の
方
々
に
障
害
者

相
談
員
業
務
を
委
託
し
て
い
ま

す
。
障
が
い
や
福
祉
制
度
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員

　

任
期
は
平
成
29
年
３
月
ま
で

▽
手て
く
ら
も
り

倉
森　

齊ひ
と
し　
☎
77

－

２
４
７
０

▽
平ひ
ら
な
い内　

定さ
だ
お雄　
☎
62

－

５
６
３
６

■
知
的
障
害
者
相
談
員

　

任
期
は
平
成
28
年
３
月
ま
で

▽
大お
お
に
し西　

一か
ず
お男　
☎
62

－

３
０
７
０

▽
細ほ
そ
だ田　

豊ゆ
た
か　
　
☎
77

－

２
９
８
９

問
役
場
福
祉
保
健
課

☎
62

－

２
１
１
１
内
線
１
３
８

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
が
、
ほ
か
の
健
康
保

険
（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
）
に

加
入
し
た
と
き
に
は
、
国
民
健
康

保
険
を
喪
失
す
る
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

を
や
め
た
人
は
、
国
民
健
康
保
険

へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
と
な
り

て
い
ま
す
。
住
宅
が
建
っ
て
い

る
の
に
軽
減
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
用
地
の
申
告

　

住
宅
用
地
特
例
措
置
を
正
し
く

適
用
す
る
た
め
に
、
事
務
所
・
店

舗
な
ど
を
改
築
等
に
よ
り
住
宅

に
変
更
し
新
た
に
住
宅
用
地
と
し

て
使
用
し
た
と
き
、
又
は
住
宅
の

取
り
壊
し
に
よ
り
住
宅
用
地
か
ら

住
宅
用
地
以
外
の
土
地
と
し
て
使

用
し
た
と
き
な
ど
、
土
地
や
家
屋

の
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は

「
住
宅
用
地
等
申
告
書
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

■
土
地
・
家
屋
の
現
況
を
変
更
さ

れ
た
方
は
お
知
ら
せ
を
！

▽
土
地
の
登
記
地
目
を
変
更
せ
ず

に
利
用
状
況
を
変
更
し
た
と
き

▽
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
と
き

　

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き

は
、
税
務
課
職
員
が
固
定
資
産

税
の
税
額
算
定
の
た
め
家
屋
調

査
を
行
い
ま
す
。
完
成
し
ま
し

た
ら
都
合
の
良
い
日
時
を
税
務

課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
所

有
者
立
会
い
の
も
と
家
屋
調
査

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

し
ま
す
（
毎
年
申
請
が
必
要
）。

■
対
象

　

障
害
者
手
帳
等
所
持
者
１
人
に

つ
き
、
普
通
車
（
県
税
部
へ
申

請
）、
ま
た
は
軽
自
動
車
の
い

ず
れ
か
１
台
。

■
受
付
期
間

　
５
月
１
日（
金
）か
ら
５
月
25
日（
月
）

■
必
要
書
類
等

▽
障
害
者
手
帳
等
（
原
本
）

▽
運
転
す
る
方
の
免
許
証 

▽
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

▽
自
動
車
検
査
証

▽
印
鑑

問
役
場
税
務
課

☎
62

－

２
１
１
１

　
　
　
　

内
線
１
２
２
～
１
２
４

ま
す
（
職
場
の
健
康
保
険
を
任
意

で
継
続
す
る
人
、
別
の
健
康
保
険

に
加
入
で
き
る
人
は
不
要
）。

　

国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
、

加
入
す
る
と
い
っ
た
理
由
が
生
じ

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、
住
民
課

ま
た
は
川
内
・
浅
田
・
倉
石
・
各

支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
と
き

①
国
民
健
康
保
険
証（
人
数
分
）

②
新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険

の
保
険
証
（
人
数
分
）

③
印
鑑

※
喪
失
す
る
手
続
き
が
遅
れ
、
国

民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療

を
受
け
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
で
負
担
し
た
医
療
費
は
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

①
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
証
明
書

　

②
印
鑑

※
加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
た
場

合
、
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
理
由
の
生
じ
た

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
役
場
住
民
課

☎
62

－

２
１
１
１
内
線
１
１
５
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を
受
け
た
日
以
降
で
あ
る
こ
と

■
注
意
事
項

▽
交
付
決
定
前
に
工
事
着
手
し
た

も
の
、
既
設
・
中
古
設
備
は
補

助
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
設
置
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
他 

利
用
状
況
等
に
つ
い
て
の
ご
協
力

を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
五
戸
町
役
場
２
階
企
画
振

興
課
ま
で
直
接
持
参
下
さ
い
。

　
（
補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
販
売
業

者
へ
手
続
き
の
代
行
を
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

■
書
類
様
式

　

五
戸
町
役
場
２
階
企
画
振
興

課
、
各
支
所
に
設
置
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

問
役
場
企
画
振
興
課

☎
62

－

２
１
１
１
内
線
２
３
４

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

総
務
省
は
、
本
町
の
行
政
相
談

委
員
に
大お
お
に
し西
眞し
ん
い
ち一
氏（
下
モ
沢
向
）

と
手て
く
ら
も
り

倉
森
鈴す
ず
こ子
氏
（
中
市
）
を 

４
月
１
日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し

た
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
方
へ

■
補
助
金
額

　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
４
万

円
。
た
だ
し
上
限
16
万
円
。

■
補
助
対
象
者

　

五
戸
町
に
自
ら
居
住
ま
た
は

居
住
す
る
予
定
の
住
宅
に
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
規
に

設
置
す
る
場
合
、
又
は
設
備
付

き
新
規
住
宅
を
購
入
す
る
場
合

で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
方
。

▽
電
力
事
業
者
と
電
力
供
給
に
関

す
る
契
約
を
締
結
す
る
方

▽
町
税
等
に
滞
納
の
な
い
方

■
補
助
対
象
設
備

▽
住
宅
の
屋
根
等
へ
の
設
置
に
適

し
た
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気

に
変
換
し
、
低
圧
電
配
電
線
と
逆

潮
流
あ
り
で
連
係
す
る
シ
ス
テ
ム

▽
シ
ス
テ
ム
単
価
が
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

あ
た
り
55
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
変
換
効

率
基
準
等
が
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
最

新
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

▽
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が
10
キ

ロ
ワ
ッ
ト
未
満
で
あ
る
こ
と

▽
財
団
法
人
電
気
安
全
環
境
研
究

所
の
行
う
太
陽
光
モ
ジ
ュ
ー
ル

認
証
を
受
け
て
い
る
も
の

▽
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
の
着
工

が
、
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知

　

町
で
は
、
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
の
形
成
促
進
の
た
め
、
平
成

27
年
度
も
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ 

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
２
月
29
日

※
予
算
に
限
度（
上
限
額
30
件
分
）

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

お
知
ら
せ

第
30
回
五
戸
町
長
杯
争
奪
町
内

対
抗
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集
！

■
主
催

　

五
戸
野
球
協
会（
齋
藤
正
榮
会
長
）

■
開
催
日

　

・
６
月
28
日
（
日
）

　

・
７
月
５
日
（
日
）

■
場
所

　

五
戸
ひ
ば
り
野
運
動
公
園
野
球
場

■
参
加
資
格

　

中
学
生
以
上
の
五
戸
町
在
住
者

※
高
校
生
、
中
学
生
の
出
場
に
つ　

い
て
は
別
途
規
定
あ
り
。

役
場
の
組
織
改
正
に
つ
い
て

　

役
場
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

（
４
月
１
日
機
構
改
革
）。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
町

の
行
政
組
織
の
機
構
改
革
を
実
施

し
ま
し
た
。
町
長
部
局
の
８
課
を

７
課
に
削
減
す
る
た
め
福
祉
保
健

課
と
介
護
保
険
課
を
統
合
し
、
福

祉
保
健
課
と
し
ま
し
た
。
係
り
の

名
称
と
課
の
場
所
に
つ
い
て
は
変

更
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
庁

舎
１
階
と
な
り
ま
す
。

問
役
場
総
務
課

☎
62

－

２
１
１
１
内
線
２
１
１

■
チ
ー
ム
編
成

　

町
民
運
動
会
の
町
内
区
分

■
申
し
込
み
期
限

　

６
月
12
日
（
金
）

問
役
場
総
務
課　

三
浦

☎
62

－

２
１
１
１
内
線
２
１
２

問
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社　

小
野
寺

☎
62

－

２
３
０
１

　

行
政
相
談
委
員
は
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
で
行
政
が
行
う
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
が

あ
っ
た
と
き
、
解
決
の
た
め
の 

助
言
を
行
う
な
ど
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、 

口
頭
や
電
話
、
手
紙
で
も
結
構
で

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　

定
例
相
談
日
は
、
毎
月
第
２ 

水
曜
日
が
倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー
、
毎
月
第
４
火
曜
日
が

公
民
館
児
童
室
で
す
。

　

本
紙 

「
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

ご
覧
下
さ
い
。

問
役
場
総
務
課

☎
62

－

２
１
１
１
内
線
２
１
１

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

団地名
（所在地） 部屋号 家賃

荒町団地
字観音堂２８番地１ 20 号 14,400 円～平成 21 年建設

ひばり野団地
字地蔵平 1 ‐ 931

9 号
10 号 15,300 円～平成 18 年建設

ひばり野団地
字地蔵平 1 ‐ 776 23 号 22,500 円～平成 20 年建設

　

団
地
の
規
模
や
募
集
期
間
、
申

し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
担

当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

る
か
、
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

問
役
場
建
設
課

☎
62

－

２
１
１
１
内
線
２
４
４
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◆図書館新着Books ◆
●開館時間　平日 10:00 ～ 19:00、土・日・祝日 9:00 ～ 17:00
● 5 月の休館日　７日、11 日、18 日、25 日、29 日
●問い合わせ先　五戸町図書館　☎ 61 － 1040

【今月のおすすめ】
ターシャ・テューダーの人形の世界

（食野雅子 / 著　KADOKAWA）
生涯、人形を愛し、豊かな想像力と創造的
才能で独特の人形の世界を創りあげたター
シャ・テューダー。彼女の人形の世界がど
のように始まり、進化してできあがって
いったのかを、貴重な写真とともに紐解く。

Ｌｉｆｅ　ライフ
（松本春野 / 著　幻冬舎）
町のはずれに「Life（ライフ）」という小
さなお店があります。でも、だれかが働い
ているわけでも、なにかを売っているわけ
でもありません…。お店を舞台にたくさん
の人生（ライフ）が交差する心温まるストー
リー。

■一般　■ヤングアダルト
糧は野に在り （かくまつとむ）
超ひも理論をパパに習ってみた （橋本幸士）
Ｄｒ．中路が語るあおもり県民の健康 （中路重之）
イギリス菓子図鑑 （羽根則子）
勝ち抜く力 （白鵬翔）
若冲百図 （小林忠）
冤罪凶状 （澤田ふじ子）
春雷 （葉室麟）
火花 （又吉直樹）
限界点 （ジェフリー・ディーヴァー）

■児童
ウォーズ・オブ・ジャパン （宮永忠将）
はじめてでもかんたん！楽しいねんど （寺西恵里子）
バレエの世界へようこそ！ （リサ・マイルズ）
アレハンドロの大旅行 （きたむらえり）
なにからできているでしょ－か？ （大森裕子）
あっ ! みーつけたっ !! （大島妙子）
ももんがもんじろう （村上康成）
げんきにおよげ こいのぼり （鈴木のりたけ）
めがねがなくてもちゃんとみえてるもん！（エリック・バークレー）
ロバのジョジョとおひめさま （ヘレン・スティーヴンズ）

問公益財団法人五戸町スポーツ振興公社・五戸町スポーツクラブ
☎ 62 － 2301　FAX 62 － 2365

運動習慣の定着化を目指して【五戸ちゃんねる】
～5月の見どころ（予定）～

●平成27年度五戸地区消防連絡協議会観閲式
　五戸町消防団及び新郷村消防
団の日頃の訓練の成果を披露
いたします。勇壮な行進の姿や
玉落とし等の競技の様子をお伝
えします。

●五戸町・春の映像集
　　春の五戸は梅の花、桜の花、

新緑が色鮮やかに咲き誇ります。
また、春にちなんだ行事・イベ
ント等の様子もあわせてお伝え
します。

※４月 16 日現在の情報です。
※番組名は全て仮称です。また、

番組内容は予告なく変更する場
合がありますので、テレビ番組
表（五戸ちゃんねる 11ch）にて
ご確認下さい。

　“五戸ちゃんねる”(11ch) は五
戸ケーブルテレビにご加入の全て
の方々に無料で提供しています。
　五戸ケーブルテレビは加入者全
員から集める利用料でその施設の
維持管理を行っております。
　五戸ケーブルテレビの運営につ
いて、ご理解とご協力をお願いし
ます。
　なお、ケーブルテレビ利用料に
はNHK受信料（地上契約または衛
星契約）・BS受信料等は含まれて
おりません。各自で受信料の契約・
お支払いをお願いいたします。

脳と身体をリフレッシュ！！～日頃運動不足と感じている方、運動を始めたい方、参加しませんか。～

教　室 内　容 日　時 会　場
( 町立公民館 )

リフレッシュ
健康体操教室

音楽に合わせて楽しく運動しま
す。また、ステップ台を使用し、
簡単な踏み台運動もします。

毎週火曜日　4 月 28 日～
13：30 ～ 14：30 体育センター隔週木曜日　5 月 28 日～
19：00 ～ 20：00

座ってらくらく
体操教室

足腰に負担をかけず椅子に座っ
て行います。

毎週木曜日　5 月 21 日～
10：30 ～ 11：30 小ホール

スクエアステップ
健康体操教室

四角の升目を使って、「歩く脳トレ
体操」をします。

隔週金曜日　4 月 24 日～
10：30 ～ 11：30 ストレッチルーム

※参加料は１回 100 円、日程表は随時差し上げます。タオル、飲料水をご持参ください。

5月休館日
五戸ドーム：7 日、13 日、20 日、27 日
倉石スポーツセンター：20 日
※６日（水）は通常営業、７日（木）が振替休館日となります。

入会金 年会費
中学生以下 1,500 円

6,000 円高校生以上 2,500 円
サッカー（ガールズ） 3,000 円

五戸町スポーツクラブ　－平成 27 年度会員募集－

　・サッカー
　・野球
　・バスケットボール
　・ソフトテニス
練習日、対象、練習場所につきましては、
事務局までお問い合わせください。

実施競技 体験入会できます！！
「興味はあるけど…。」
そんな方には体験入会がおススメ。
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町 の 人 口
（前月対比）

男 8,842 人 （－ 40）

女 9,575 人 （－ 34）

総人口 18,417 人 （－ 74）

世帯数 7,030 世帯（＋ 6）

平成 27年 4月 1日現在

　

４
月
16
日
、
五
戸
町
と
八
戸
学

院
大
学
（
大
谷
真
樹
学
長
）、
八

戸
学
院
短
期
大
学
（
外
崎
充
子
学

長
）
の
連
携
協
力
協
定
締
結
式
が

役
場
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
協
定

書
へ
署
名
し
、
締
結
し
た
。

　

本
協
定
は
農
業
推
進
・
ま
ち
づ

く
り
・
定
住
化
・
健
康
増
進
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
目
的
と
し
、

町
と
大
学
が
と
も
に
協
力
し
て
地

域
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
産
官
学

連
携
協
定
と
な
る
も
の
で
、
町
で

は
、
昨
年
の
秋
頃
か
ら
実
現
に
向

け
て
調
整
し
て
き
た
。

　

三
浦
正
名
町
長
は
「
両
大
学
の

知
識
、
経
験
か
ら
ご
指
導
い
た
だ

き
た
い
」
と
強
調
。
さ
ら
に
「
知

識
を
織
り
交
ぜ
地
方
創
生
、
少
子

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
行
く
。
両

大
学
の
更
な
る
飛
躍
と
五
戸
町
の

発
展
を
願
う
」
と
述
べ
た
。

　

昨
年
度
募
集
し
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
に
、
鳥
谷
部
恵
里
子
さ

ん
（
27
歳　

兎
内
出
身
）
が
採
用

と
な
り
、
４
月
13
日
付
で
就
任
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、 

国
の
「
地
域
力
の
創
造
・
地
方
の

再
生
」
を
目
指
し
た
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
で
、
様
々
な
力
を
持
つ 

人
材
の
誘
致
と
定
住
化
の
推
進
を

図
る
も
の
。

　

鳥
谷
部
さ
ん
は
山
形
の
大
学
で

デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
を
し
た
の
ち
、

木
版
画
作
家
と
し
て
活
動
す
る
ほ

か
、
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
の
製
作
、

地
酒
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を

し
て
い
た
。

　

ま
た
、
山
形
で
は
畑
の
耕
作
な

10
万
円
貯
ま
る

本
の
寄
付
で
、

新
入
学
児
童
に

文
具
セ
ッ
ト
を

贈
呈
。

■
新
入
学
児
童
に
文
具
セ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

■
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
ご
の
へ
ま
ち 

６
６
９
号

（
２
０
１
５
年
３
月
発
行
号
）
の

12
ペ
ー
ジ
「
あ
た
た
か
い
善
意
」

で
紹
介
の
記
事
「
プ
ル
タ
ブ
の
会

よ
り
車
い
す
３
台
総
合
病
院
に
寄

贈
」
中
、「
プ
ル
タ
ブ
収
集
に
協

力
し
て
く
れ
た
み
ゆ
き
保
育
園
」

と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
プ
ル
タ
ブ
収
集
に
協
力
し
て
く

れ
た
め
ぐ
み
保
育
園
」
で
し
た
。

　

関
係
者
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。　

八
戸
学
院
大
学
・
八
戸
学
院
短
期
大
学
・

五
戸
町
、
連
携
協
力
協
定
締
結
式

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

　就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
新
た
な
仲
間
と
と
も
に
町
を
活
性
化
～

ど
自
然
と
関
わ
る
事
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
深
め
て
き
た
と
の
こ
と
。
狩

猟
免
許
（
銃
猟
２
種
）
も
取
得
し

て
い
る
。

　
「
自
然
や
地
域
の
た
め
に
自
分

の
力
を
表
現
し
た
い
」
と
決
意
し

隊
員
と
し
て
五
戸
へ
戻
っ
て
き
た

鳥
谷
部
さ
ん
。「
ま
ず
は
狩
猟
技

術
を
学
ん
で
行
こ
う
と
思
う
。
地

元
の
猟
友
会
に
入
っ
て
有
害
鳥
獣

駆
除
や
、
狩
猟
料
理
の
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協定締結後の握手（左から）大谷学長、三浦町長、外崎学長



動異事人
員職町 効 率 的 な 行 政 事 務 を 目 指 し て

平成27年 4月 1日付で町職員の人事異動を行いました。異動者は 84 人で定年等退職者は 27 人。
新採用は行政職 3人、技能職３人、医療職 1人の計 14 人です。

（　）内は前任課と職名

行政職員として新たに採用された４人を紹介します。どうぞ、よろしくお願いします。

髙
たかはし

橋　亮
りょうた

太
（福祉保健課主事）

三
みう ら

浦　良
りょうすけ

輔
（企画振興課主事）

腰
こしめぐり

巡　公
く み

美
（福祉保健課保健師）

小
お や ま だ

山田　晃
こうへい

平
（税務課主事）

【参事・課長級】
総務課長（福祉保健課長） 佐々木　万悦
企画振興課長（農林課長） 小 村　 一 弘
税務課長（教育委員会町立公民館長）金 子　 尚 弘
福祉保健課長（介護保険課長） 鈴 木　 裕 之
住民課長（教育委員会教育課長補佐）　酒 井　 正 志
農林課長（教育委員会教育課長） 畑 山　 敦 夫
議会事務局長（住民課長） 中川原　光亮
教育委員会教育課長（教育委員会図書館長）佐 々 木   啓
農業委員会事務局長（倉石支所長）齊 藤　 武 美

【課長補佐級】
浅田支所長（農林課農村整備班長）中 村　 弘 幸
倉石支所長（建設課土木班長） 高 谷　 忠 憲
企画振興課長補佐〔倉石地域振興公社担当〕（介護保険課介護保険班長）柳 沢　 一 範
税務課長補佐（総合病院事務局次長〔医事班担当〕）松 坂　 力
福祉保健課長補佐〔介護保険担当〕（介護保険課長補佐）赤 坂　 恵 一
教育委員会町立公民館長（総合病院健診班長）今 川　 淳 子
教育委員会図書館長（建設課上下水道班長）　　小保内　一典
教育委員会教育課長補佐〔スポーツ振興公社担当〕（監査委員事務局監査班長）小野寺　克仁
総合病院事務局次長〔医事班担当〕（総合病院医事班長）上 山　 貴 久
農業委員会事務局次長・総務班長事務取扱（農業委員会総務班長）赤 坂　 真 弓

【班長・主幹・総括主査級】
税務課住民税班長（税務課固定資産税班長）佐 々 木　 衛
税務課固定資産税班長（税務課総括主査）大森　千津子
福祉保健課保健衛生班長（税務課住民税班長）佐々木　正晴
福祉保健課介護保険班長（税務課主幹）古 川　 純 子
福祉保健課介護保険班長〔地域包括支援センター担当〕（福祉保健課総括主査）志 村　 淳 子
農林課農村整備班長（農林課農林畜産班長）川 村　 稔
農林課農林畜産班長（福祉保健課保健衛生班長）中 村　 亙
建設課土木班長（教育委員会教育課総務班長）三 浦　 武 寛
建設課上下水道班長（建設課総括主査）土 嶺　 忍
出納室出納班長（教育委員会図書館主幹）松 坂　 君 江
監査委員事務局監査班長（介護保険課介護保険班長）櫻 井　 篤 史
教育委員会教育課総務班長（総務課総括主査）川 村　 和 子
総合病院医事班長（福祉保健課主幹）坂 本　 慎 香
総合病院健診班長（農林課主幹） 向 山　 佳 子
福祉保健課主幹（介護保険課主幹）丸 谷　 光 子
農林課主幹（総合病院主幹） 髙 松　 敦 子
農林課主幹（教育委員会学校給食センター主幹）川 村　 悦 子
総務課総括主査（企画振興課主査）野々宮　規晋
総務課総括主査（住民課総括主査）髙 谷　 英 樹
企画振興課総括主査（企画振興課主査）寺 尾　 大 輔
福祉保健課総括主査（介護保険課総括主査）平　 真 紀
建設課総括技査（建設課技査） 小笠原　裕也
総合病院総括主査（総合病院主査）山邊　ゆりえ

【主事級】
総務課主事（福祉保健課主事） 栗 橋　 孝 征
住民課主事（総合病院主事） 川 内　 剛 士
総合病院主事（住民課主事） 橘　   薫

【技能職】
福祉保健課技能主事（介護保険課技能主事）秋 元　 敦 子
住民課技能主事（介護保険課技能主事）髙 谷　 恵 子

【医療職】
福祉保健課長補佐〔地域包括支援センター担当〕（介護保険課長補佐）晴 山　 正 子
福祉保健課主任看護師〔地域包括支援センター担当〕（介護保険課主任看護師）藤井　るみ子
福祉保健課保健師〔地域包括支援センター担当〕（福祉保健課保健師）田 中　 雅 美
総合病院副院長（総合病院医療局長）安 藤　 敏 典
総合病院医療局長・医療技術局長兼務（総合病院科長）深 瀬　 栄 一
総合病院技師長（総合病院副技師長）瀬 川　 明 由
総合病院副技師長（総合病院主任技師）山 崎　 剛
総合病院主任技師〔４級格付け〕（総合病院主任技師）寺 澤　 博 幸
総合病院副総看護師長（総合病院看護師長）佐々木恵美子
総合病院看護師長（総合病院副看護師長）三 浦　 宮 子
総合病院副看護師長（総合病院主任看護師）三浦　るみ子
総合病院副看護師長（総合病院主任看護師）川崎　知香子
総合病院副看護師長（総合病院主任看護師）小 泉　 陽 子
総合病院主任看護師（総合病院助産師）佐 藤　 邦 子
総合病院主任看護師（総合病院看護師）井 上　 珠 里

【任用期間更新】（平成 28 年 3 月 31 日まで）
総合病院特別参事（健診センター所長兼務）井戸川　敏彦

【新採用】
（行政職）
企画振興課主事 三 浦　 良 輔
税務課主事 小 山 田　 晃 平
福祉保健課主事 髙 橋　 亮 太
（技能職）
総合病院技能主事 髙 橋　 美 保 子
総合病院技能主事 竹 原　 秀 典
総合病院技能主事 舘 林　 寿 栄
（医療職）
福祉保健課保健師 腰 巡　 公 美
総合病院医長 佐 藤　 龍 一 郎
総合病院技師 中川原　百合恵
総合病院技師 中 村 　 翔
総合病院技師 蛯 名　 史 穂
総合病院看護師 小 村　 美 幸
総合病院看護師 米 田　 祐 子
総合病院看護師 長 峯　 和 義
総合病院看護師 田 守　 梨 穂
総合病院看護師 佐 々 木　 彩 織
総合病院看護師 木 村　 直 子
総合病院看護師 高 橋　 瑠 唯
総合病院看護師 平 山　 ま ど か
総合病院看護師 小 笠 原　 佳 子

【再任用】
（行政職）
企画振興課総括主査 新 井 田　 壽 弘
教育委員会学校給食センター総括主査 竹 原　 正 悦
教育委員会図書館総括主査 佐 々 木　 健 一
総合病院総括主査〔健診班〕 倉 橋　 隆 穂
倉石支所主査 奥 山　 謙 二
税務課主査〔住民税班〕 馬 場　 修 二
福祉保健課主査〔保健衛生班〕髙 橋　 良 治
浅田支所主査 深 畑　 二 三 子
教育委員会町立公民館主査 木 村　 和 子
（技能職）

総務課自動車運転技術員〔１級格付け〕大 久 保　 敏 明
（医療職）
総合病院主任技師 晴 山　 祐 一
総合病院看護師〔２級格付け〕手倉森　美喜子
総合病院准看護師〔２級格付け〕境 　 敏 子
総合病院准看護師〔１級格付け〕石 田　 利 子

【再任用】
（行政職）
川内支所総括主査 佐 々 木　 弘 光

【退職】（平成 27 年 3 月 31 日付）
■定年退職
（行政職）
倉 橋　 隆 穂（参事・総務課長事務取扱）
新 井 田　 壽 弘（企画振興課長）
佐 々 木　 弘 光（税務課長）
竹 原　 正 悦（議会事務局長）
佐 々 木　 健 一（農業委員会事務局長）
奥 山　 謙 二（浅田支所長）
馬 場　 修 二（税務課長補佐）
髙 橋　 良 治（出納室出納班長）
深 畑　 二 三 子（農林課主幹）
木 村　 和 子（教育委員会町立公民館主幹）
（技能職）
大 久 保　 敏 明（総務課自動車運転技術員）
（医療職）
晴 山　 祐 一（総合病院技師長）
手倉森　美喜子（総合病院主任看護師）
境 　 敏 子（総合病院主任准看護師）
石 田　 利 子（総合病院准看護師）
■早期退職
（医療職）
亀 山 　 力（総合病院主任技師）
瀬 川　 恵 子（総合病院副看護師長）
鳥 谷 部　 徳 子（総合病院主任看護師）
■普通退職
（医療職）
高 橋　 育 江（総合病院看護師）
中 田　 保 子（総合病院看護師）
金 田 　 瞳（総合病院看護師）
■再任用任期満了
（行政職）
立 場　 幹 央（川内支所総括主査）
赤 坂　 輝 子（浅田支所主査）
三 浦　 郁 子（倉石支所主査）
（医療職）
竹 洞　 義 信（総合病院主任技師）
山 田　 豊 子（総合病院看護師）
中 市　 起 代 子（総合病院看護師）

【主査級】
総務課主査（総務課主事） 村田　耕一郎
福祉保健課主査（教育委員会教育課主査）山 邊　 公 一
福祉保健課主査〔地域包括支援センター担当〕（介護保険課主査）壬 生　 洋
福祉保健課主査（介護保険課主査）権現堂　珠里
福祉保健課主査（福祉保健課主事）武 山　 慶 紀
教育委員会教育課主査（総務課主査）橋 本　 智 春



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

日 記念日等 行事等

17 日
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

18 月
● とことん元気教室（中市地区） 9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12:45 受付 五戸総合病院

19 火 食育の日 2歳6か月児健康相談（平成24年10月・11月生）12：20 ～ 12:45 受付 旧五戸町地域保健センター

20 水 ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12:45 受付 五戸総合病院

21 木
● とことん元気教室（石沢地区） 9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館

● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

22 金 サイクリングの日
● トコトコ教室（川内地区） 9：30 ～ 11：30 瑞穂館

● とことん元気教室（又重地区） 9：30 ～ 11：30 倉石温泉

23 土

24 日

25 月
ホッとセンターあ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館　

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12:45 受付 五戸総合病院

26 火 ● 行政相談 13：00 ～ 15：00 町立公民館

27 水

28 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

29 金
● トコトコ教室（豊間内地区） 9：30 ～ 11：30 豊間内地区コミュニティセンター

4 か月児健康診査（平成 27年 1月生） 12：20 ～ 12:45 受付 旧五戸町地域保健センター

30 土 ゴミゼロの日

31 日

今月の納期

納期限６月１日（月）

軽自動車税 全期

固定資産税 第１期

春の全国交通安全運動
５月１１日（月）～５月２０日（水）

守ってね。交通ルール。
運
動
の
重
点

１．子供と高齢者の交通事故防止
２．夕暮れ時・夜間の交通事故防止
３．全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
４．飲酒・暴走運転の根絶



このカレンダーは広報誌からはずしてご利用いただけます。

2 0 1 5 年

平成27年度
５月

日 記念日等 行事等

1 金 県民交通安全の日

2 土

3 日 憲法記念日

4 月 みどりの日

5 火 子どもの日

6 水 振替休日

7 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

8 金 ● トコトコ教室（浅田地区） 9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

9 土 ● おはなし会 14：30 ～ 15：00 町図書館

10 日

11 月
ホッとセンターあ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動　

（
５
月11
日
～
５
月20
日
）

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12:45 受付 五戸総合病院

12 火 10 か月児健康相談（平成 26年 6月・7月生）12：20 ～ 12:45 受付 旧五戸町地域保健センター

13 水
● 行政相談 13：30 ～ 16：00 倉石コミュニティセンター
ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20 ～ 12:45 受付 五戸総合病院
三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12:45 受付 五戸総合病院

14 木
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 12：00 地区巡回

15 金 高齢者交通安全の日
● トコトコ教室（旧町内地区） 9：30 ～ 11：30 町立公民館

1歳6か月児健康診査（平成25年10月・11月生）12：20 ～ 12:45 受付 旧五戸町地域保健センター

16 土 旅の日

月間メモ
■土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間

　　　　　　　　～６/１　役場税務課　

毎年1回　健診を受けましょう！
～特定健診・がん検診等の実施日～

５月 25・26日

6月 ３・４・16・17・18日

７月 ６・７・８・17・21・22日
申し込みは役場福祉保健課へ

☎62－7958（直通）
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平成27年度
６月

月　間　メ　モ
13 日・14 日　三戸郡総合体育大会　

日 記念日等 行事等

1 月 県民交通安全の日
● トコトコ教室（浅田地区） 9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

ホッとセンターあ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館　

2 火
● 特設人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

6 か月児健康相談（平成 26年 10月・11月生）12：20 ～ 12:45 受付 旧五戸町地域保健センター

3 水 ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12:45 受付 五戸総合病院

4 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

5 金

6 土 ● 行政相談 13：30 ～ 16：00 倉石コミュニティセンター

7 日

8 月
● トコトコ教室（旧町内地区） 9：30 ～ 11：30 町立公民館
ホッとセンターあ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館　
四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12:45 受付 五戸総合病院

9 火

10 水 時の記念日

11 木
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 12：00 地区巡回

12 金 恋人の日 3 歳児健康診査（平成 24年 2月・3月生） 12：20 ～ 12:45 受付 旧五戸町地域保健センター

13 土 ● おはなし会 14：00 ～ 15：00 町図書館

14 日

15 月 高齢者交通安全の日
● とことん元気教室（倉石 3地区合同） 9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12:45 受付 五戸総合病院

16 火 和菓子の日


